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北広島市建設部土木事務所 



令和4年度 第1回北広島市雪対策基本計画策定検討委員会 

 

1 日 時  令和4年7月25日（月） 18 時30分～20時00分 

 

2 場 所  北広島市役所5階 委員会室 

 

3 出席者  委 員：委員長ほか8名 

       事務局：建設部長ほか6名 

       傍聴者：1名 

 

【委員】 

岸 邦宏 

（委員長） 

佐藤 善太郎 

（副委員長） 

伊藤 雅毅 佐藤 麗子 

河村 幹雄 藤澤 宏 

（欠席） 

久保田 朋美 三熊 秀範 

小池 隆史 遊佐 充子 

 

【事務局】 

建設部長 新 田 邦 広 

土木事務所長 北 口   馨 

土木事務所 主査 柄 澤 佳 宏 

土木事務所 主査 森 田 寿 雄 

土木事務所 主査 渡 辺   聡 

土木事務所 主査 宮 本 大 介 

土木事務所 主任 加 我 浩 行 

 

4 議事内容 

 

1 開会 

 

2 委嘱書の交付 

 

3 部長挨拶及び事務局紹介 

 



4 委員自己紹介 

 

5 委員長、副委員長の選出 

 

6 委員長挨拶 

 

7 議事録署名委員の指名 

 

8 北広島市雪対策基本計画策定検討委員会の運営について 

 

9 北広島市雪対策基本計画について 

 

 雪対策基本計画に関する 

（1）北広島市の除排雪の現状 

（2）雪対策基本計画策定検討委員会について 

（3）雪対策基本計画の策定について 

（4）計画策定（見直し）の背景と市民意向 

 ついて、資料1を用いて事務局から説明。 

 

 続いて、アンケート結果を現計画に反映させたものについて、資料2を用いて事務局か

ら説明。 

 

[質問・意見] 

 

◆Ａ委員 

 北広島市雪対策基本計画策定検討委員会と雪害検証・検討会議はどういう関係なのか？ 

事前に取りまとめた委員の意見はどうなっているのか？ 

 

◆事務局 

 北広島市雪対策基本計画策定検討委員会は、今後10年間の雪対策に関する基本的な 

事項に関して検討する委員会であり、雪害検証・検討委員会は令和3年度の大雪の検証

と、その対策を検討する委員会である。 

しかし、雪対策基本計画の中に大雪時の対応について一部記載があるため、雪害検証 

検討会議での検討事項と、整合性を図った上で運用していく。 

 事前に取りまとめた委員の意見は、現行の雪対策基本計画の中に反映させ、見直し

（案）としている。内容については、後ほど説明する。 



◆委員長 

 平常時の冬の除雪の在り方は本委員会の中で、令和3年度の大雪のような災害級の豪雪

については雪害検証・検討会議の中で、というすみ分けをしつつ、豪雪についての対応は

雪対策基本計画の中でも、一部触れておく必要がある。 

 このことを念頭に置いて、議論を進めていただきたい。 

 

◆Ｂ委員 

 作業の安全確保のための対策に関する文言を記載すべきでは。 

 

◆事務局 

 追記することについて、検討する。 

 

◆Ａ委員 

 間口への置き雪という現状と課題に対して、施策の内容のどこに反映しているのか。 

 道路状況に応じた作業を実施しとあるが、オペレーターの高齢化や予算取りの問題と、

作業を改善していくことの両立ができるのか。 

 

◆事務局 

 間口への置き雪に対する施策の内容について、記載方法について検討する。 

 高齢化や予算取りの問題と、作業の改善していくことの両立について、表現と施策の具

体例について、精査する。 

 

◆委員長 

 除雪のレベルが上がるのか、下がるのか表現が曖昧なため、はっきりさせた方がよい。

厳しいのであれば、市民に対するメッセージとして厳しい旨を明記すべきではないか。 

 また、雪堆積場の運用について社会情勢を鑑みてというのは、開設時間を長くするの

か、短くするのかどちらなのか。 

 

◆事務局 

 表現方法について検討する。 

 社会情勢を鑑みてというのは、働き方改革など労働環境をよくしたいという考えがあ

る。一方で、大雪の時に、夜間排雪や緊急に排雪ダンプを受け入れなければならない時の

ことも考え、社会情勢を鑑みてという表現にしている。 

 

 

 



◆委員長 

 社会情勢という表現は両方の意味にとる人がいる。今出てきた意見を参考に記載方法を

検討してほしい。 

 

◆Ｃ委員 

 事業者を取り巻く環境が厳しい状況であることは間違いない。 

 しかし、皆さんの意見を頂戴し、できることは実行し、できないものは実行できないも

のと考えている。 

 

◆委員長 

 業界が厳しい状況というのは、我々も理解する必要がある。 

 

◆Ａ委員 

 資料2の23ページに各種除雪支援事業一覧があるが、置き雪の置き換え事業は記載し

ないのか。 

 

◆事務局 

 記載漏れがあったので、追記する。 

 

◆委員長 

 資料2の12ページに大雪時における対応と体制の確立とあるが、関係機関との連携に

ついて議論しているのか。 

 

◆事務局 

 情報の共有化ができる体制づくりについて議論している。 

 

◆委員長 

 事業者として、除雪について昔と変わった点はあるか。 

 

◆Ｃ委員 

 経験豊富なオペレーターがいなくなり、除雪作業がうまい運転手がいなくなっている。 

 一方で、交差点の排雪などはよくなったという声もきている。 

 しかし、技術的な面では厳しい状況になったと考えている。 

 

◆委員長 

 事業者側が大変な状況にあるということと、一方で除雪のレベルが下がると市民の生活



に影響がでてしまうということを踏まえた上で、次回以降議論していいただきたい。 

 

10 その他 

◆事務局 

 次回の雪対策基本計画策定検討委員会の予定について説明 

 

11 閉会 


